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日本ボーイスカウト連盟「富士スカウト」取得者等が知事を 
表敬訪問します。 

 

日本ボーイスカウト岡山連盟から、高校生部門最上級「富士スカウト」取得者及び第１８回日本ス

カウトジャンボリー岡山会場最優秀団スカウトが、次のとおり伊原木隆太岡山県知事への表敬訪問

を行いますので、お知らせします。 

 

記 
 
 １ 期 日  令和４年８月２２日（月） １１：００～１１：２０ 
 
 ２ 場 所  特別応接室 
 
 ３ 訪問者  日本ボーイスカウト岡山連盟５名 
 
        「富士スカウト」取得者 
         高橋 理子（たかはし りこ） 西大寺第１団 ローバースカウト（大学生） 
 
        第１８回日本ジャンボリー岡山会場最優秀団スカウト 
         松島 琉歩（まつしま るうふ） 岡山第１７団 ボーイスカウト（中学生） 
         山下 航太郎（やました こうたろう） 浅口第２団 ボーイスカウト（中学生） 
         上田 りさ（うえだ りさ） 西大寺５団 ボーイスカウト（中学生） 
 
        県連盟役員 
         横山 卓生（よこやま たくお） 岡山連盟コミッショナー 
 
 ４ 内 容  （１）あいさつ（横山コミッショナー） 
        （２）「富士スカウト」「第１８回日本スカウトジャンボリー岡山会場」に

ついての説明 
        （３）「富士スカウト」取得者からの報告 
        （４）「第１８回日本スカウトジャンボリー岡山会場」最優秀団スカウトか

らの報告 
        （５）知事激励の言葉 
        （６）記念撮影 
 

 ○団体の詳細について 
団体の具体的な活動などの詳細につきましては、下記にお問い合わせください。 
問い合わせ先：日本ボーイスカウト岡山連盟事務局長 見村三吉 090-2296-6925 
当日の取材も県連盟事務局長 見村三吉 がお受けいたします。 



５ その他 

  ・ボーイスカウトについて 

        自立心を持った健全な青少年の育成を目標とした、世界的な社会教育団体である。子

どもたちの好奇心や探求心に応え、様々な活動のもと、各年代にあった育成を行い、心

と身体のバランスのとれた人格の形成を目指すものである。 

 

     本県の状況 

      昭和２５年４月、岡山県連盟結成。現在、県下３地区で１９団が活動中。 

      スカウト数５００名、指導者ほか３００名の計８００名がそれぞれの地区・団で活動を

行っている。 

 

         岡山地域  ８個団 

      倉敷地域  ６個団 

      浅口・新見 ５個団 

       

 

  ・第１８回日本スカウトジャンボリー岡山会場について 

      趣   旨：「日本スカウトジャンボリー」は、ボーイスカウト日本連盟が４年に１度開

催するスカウトの大会である。約１週間にわたって、キャンプをしながら日

本中の仲間と体験を共有する。今年度の大会は、ボーイスカウト日本連盟創

立１００周年記念大会として開催され、新型コロナウイルス感染症対策と

して、東京の中央会場と全国各地のサテライト会場で分散開催されること

となり、岡山連盟では鳥取連盟と一緒に「中国・四国ブロック岡山会場」と

して開催した。 

      会   期：２０２２年８月６日（土）～８月１１日（木） 

      会   場：新見市大佐山オートキャンプ場 

      総参加者数：約２５０人 

      参加対象者：１４歳から１７歳のスカウトと引率指導者 

                  １８歳以上のスタッフとして参加する指導者 

      テ ー マ： 「１００＋f  ～自分のｆを探せ」 

(ひゃくプラスエフ じぶんのエフをさがせ) 

 

  ・「富士スカウト」について 

      取得条件等 

      ①高度な野外活動、国際、文化活動などの分野において、自ら企画・立案したプログラ

ムの課題を実行し評価する「プロジェクトアワード」を２分野以上取得。 

      ②野営、炊事、救急などの項目がある「技能章」を５個以上取得。 

      ③取得の際には学校や部活動などとの両立や仲間や地域社会との関わりが必要となり、

自発的、計画的、そして有意義に日々の生活を送ることができたベンチャースカウト

のみが到達できる自他共に認められた最高の栄誉とされている。 

      ④取得者は、皇太子殿下、総理大臣、文部科学大臣などへの表敬を行う。 


